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 薬物速度論解析のためのラプラス変換（その４：薬物速度論以外で）。 

 

 その他のラプラス変換について例示した。薬物速度論とは直接関係しない。この記事を作成するにあ

たっては「細野敏夫ら、BASIC による高速ラプラス変換（共立出版、1985）を参考にした。 

 

周期関数と微分方程式：次の公式を利用した例を示す。 

𝑒ି∙௧ ∙ 𝑠𝑖𝑛(𝑏 ∙ 𝑡)        ↔        𝑏 [(𝑠 + 𝑎)ଶ + 𝑏ଶ]⁄  

𝑒ି∙௧ ∙ 𝑐𝑜𝑠(𝑏 ∙ 𝑡)        ↔        (𝑠 + 𝑎) [(𝑠 + 𝑎)ଶ + 𝑏ଶ]⁄  

𝑓()(𝑡)   ⇔   𝑠 ⋅ 𝑓ሚ(𝑠) − 𝑠ିଵ ⋅ 𝑓ሚ(0) − 𝑠ିଶ ⋅ 𝑓ሚ′(0)−. . . −𝑓ሚ(ିଵ)(0) で、例えば 𝑛 = 2 のとき、 

𝑓(ଶ)(𝑡) = 𝑓ᇱᇱ(𝑡)   ⇔   𝑠ଶ ⋅ 𝑓ሚ(𝑠) − 𝑠 ⋅ 𝑓ሚ(0) − 𝑓ሚ′(0) 

 

 （例）関数 𝑓(𝑡) について、次の微分方程式を解く。ただし、𝑓(0) = 0, 𝑓′(0) = 1 とする。 

𝑑ଶ𝑓(𝑡)

𝑑𝑡ଶ
+ 4 ⋅

𝑑𝑓(𝑡)

𝑑𝑡
+ 5 ∙ 𝑓(𝑡) = 0 

  𝑠ଶ ⋅ 𝑓ሚ(𝑠) − 𝑠 ⋅ 𝑓ሚ(0) − 𝑓ሚ’(0) + 4 ∙ 𝑠 ⋅ 𝑓ሚ(𝑠) − 4 ∙ 𝑠 ∙ 𝑓ሚ(0) + 5 ∙ 𝑓ሚ(𝑠) 

= 𝑠ଶ ⋅ 𝑓ሚ(𝑠) − 0 − 1 + 4 ∙ 𝑠 ⋅ 𝑓ሚ(𝑠) − 0 + 5 ∙ 𝑓ሚ(𝑠) = 0  よって、 

𝑓ሚ(𝑠) =
1

𝑠ଶ + 4 ∙ 𝑠 + 5
=

1

(𝑠 + 2)ଶ + 1ଶ
     ↔      𝑒ିଶ∙௧ ∙ 𝑠𝑖𝑛(𝑡)       

 

グラフは、指数関数で表される「減衰」と、正弦関数で表される「周期」の積となる。 
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